
光村の
美術 編集の趣旨と特色

平成31年度版 
高等学校用 美術

内容解説資料
本資料は，一般社団法人 教科書協会が定めた
「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。
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［表紙の作品］●田
た

中
なか

一
いっ

村
そん

「初夏の海に赤翡翠」
田中一村は，東京や千葉での制作を経て，50歳で鹿児島の奄

あま

美
み

大
おお

島
しま

へ移住しました。
それから69歳で亡くなるまで，つねに自分の純粋な“描きたい”という思いに忠実に制作を続けました。
身の回りの自然を真摯に見つめ，その魅力を描き出すことに一生をかけて取り組んだ一村の制作への姿勢が，
高等学校美術の入口にふさわしいと考えました。
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なぜ，美術を学ぶのだろう？
なぜ，人は表現するのだろう？

●美術を学ぶあなたへ（『美術1』P.2～4）

●作家の生涯と作品 パブロ・ピカソ（『美術1』P.26～27）

論理や数字では解決できない問題を扱ううえで，
美術を通して得た知恵や心の豊かさ，

伸びやかに育まれた感性は，とても重要なのです。　
―「美術を学ぶあなたへ」より

疲弊した私たちの時代に必要なのは，夢中になる気持ちを生み出すことだ。
―パブロ・ピカソ（『美術1』P.26）
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［表紙の作品］●ゲルハルト・リヒター「ベティ」
ゲルハルト・リヒターは，現代最高峰の画家ともよばれています。絵画と写真の境界を曖昧にするリヒターの作風の背景には，
長い美術の歴史の末に，絵画には何ができるのか，という問いかけがあります。
美術の本質について，より深く考え表現することを目ざす『美術2』の内容を象徴するものとして，この作品を選びました。
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●見えるものの向こうに（『美術2』P.6～7）

●ヨーガン・レール「浜辺のごみでつくったランプの展示風景」（『美術2』P.62～63）

より深くものや自分自身を見つめ，
思考するために。

庭の隅の藪
や ぶ

に小さな鳥の巣を見つけたとき，
その完璧な姿に心を奪われた。
―野田弘志（『美術2』P.6）

醜いプラスチックのゴミを大量に見せただけでは，その恐ろしさを分かってもらえないのなら，
私はそのゴミを使って，何か自分が美しいと思うものを作り出す努力をします。

（…）これは，ものを作ることを仕事にしている私の小さな抵抗です。
―ヨーガン・レール（『On the Beach 1』HeHe刊より）
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［表紙の作品］●ダニエル・ビュレン「光の観測所」
ダニエル・ビュレンは，さまざまな場所にストライプ柄を施すことで，その場所を作品として提示してきました。
建築家フランク・O・ゲーリーの設計した美術館を，ビュレンはカラーフィルムなどを使って一変させます。
壮大な共同制作ともいえるこの作品を表紙に掲載することで，美術を通して他者や社会へとつながる可能性に気づかせます。
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そらあみ〈島巡り〉  網，ポール  6.55×60m  2016年  瀬
せ

戸
と

内
うち

国際芸術祭2016（香川県）出品作品  
五
い が ら し

十嵐靖
やす

晃
あき

［1978～ 千葉県出身］
作者は，瀬戸大橋でつながる沙

しゃ

弥
み

島
じま

，瀬
せ

居
い

島
じま

，与
よ

島
しま

，岩
いわ

黒
くろ

島
じま

，櫃
ひつ

石
いし

島
じま

（いずれも香川県）を巡り，
島の漁師や島内外からの参加者とともに，漁網を編んだ。

各島で編まれた網は一つにつながり，沙弥島の砂浜に設置された。
漁網を編むことを通して，人と人，海や島の記憶をつなぎ留めることを目ざしたという。

は
じ
め
に

数年前，この道に沿った場所で田んぼをやっていたお年寄りに出会った。
当時，既に彼は70から80歳になっていたであろうか。

彼が亡
な

くなってしまったら（もう亡くなったかもしれない）
この道は忘れ去られた道になってしまうだろう。

アスファルト  高さ240cm  2015年
大地の芸術祭 越

えち

後
ご

妻
つ ま り

有アートトリエンナーレ2015（新潟県）出品作品
シルパ・グプタ［1976～ インド］

かつて人々の生活を支えていた道が，時を経て使われなくなり，いつしか忘れられていく。
作者は現地で，使われなくなった道の情報を集め，それらを写真に収めた。
そして道の断片であるアスファルトを組み合わせて巨大な球体をつくり，

そうした道の一つを塞
ふさ

ぐように設置した。

上：アスファルトが組み合わされた球体の表面。
下：近くの美術館では，道の写真のポストカードが展示
され，鑑賞者は1枚だけ持ち帰ることができた。

Memorial Rebirth  
繊維強化プラスチック（FRP），アルミニウム他
高さ40cm  2008年  
横
よこ

浜
はま

トリエンナーレ2008（神奈川県）出品作品  
大
おお

巻
まき

伸
しん

嗣
じ

［1971～ 岐阜県出身］
1分間に最大1万個のシャボン玉を発生させる装置50台
を，横浜市内の各所に設置し，パフォーマンスを行った。大
量のシャボン玉が空間を満たし，何気ない日常の風景が，
幻想的な風景に一変する。

  その土地の，過去から未来へと続く，
記憶の再生ができる作品を
つくりたいと考えました。
泡を選んだのは，風景を支配するのでなく，
溶け込んで消えていく存在だから。

〈大巻伸嗣〉 

漁網を編むワークショップの様子。
目の大きさなど，編み方には，
それぞれの島の個性が出る。
島の漁師が先生役になり，

一般参加者が島を巡りながら網を編む
ツアーが組まれることもあった。

日本全国，さまざまな地域で開催される芸術祭は，
 未知のものとの出会いであふれている。
国内外の現代美術に触れる機会であるだけでなく，
共同制作や運営ボランティアの活動を通じて，
見知らぬ人々の間に思いがけない交流が生まれることもある。
地元の人から話を聞いたり，土地の歴史を調べたりすることで，
作家が新たな表現方法を，その場で発見することもある。
行ってみないとわからないこと，
やってみないとわからないことがたくさんある。
この「わからなさ」に向き合うことで，
私たちの世界は広がっていく。

社会に開かれる美術
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誕生日の森―父の木，母の山
土，水  2014年
ウォールアートフェスティバル2014（インド）での展示
淺
あさ

井
い

裕
ゆう

介
すけ

［1981～ 東京都出身］  撮影：吉
よし

澤
ざわ

健
けん

太
た

インドの村の学校に描かれた壁画。村内各所から集められた
土で描かれている。土の採取と制作を村の人々と共同で行っ
た。村の子供たちにつくる喜びや楽しさを伝え，学校に関心
をもってもらうと同時に，村の現状を世界に発信することで教
育環境の整備などにつなげようとするプロジェクトの一環だ。
©Yusuke Asai / Courtesy of Wall Art Festival, URANO

村内11か所で採取された土は，
場所ごとに分類され，絵の具として使用された。

はじめに
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美術3　目次

    ● 目次の●印は表現，◆印は鑑賞をあらわしている。

    ● 教科書では以下のマークが使われている。内容を確認し，学習を進めよう。

 【目標マーク】各題材で身につけたい力を目標として示した。

 【制作ノートマーク】作品を発想し， 制作する際に参考になる内容を示した。

  

自らの思いを形にあらわし，伝え，分かち合うことで，

あなたの表現したものは，人の心を動かすことができる。

それはつまり，美術には社会の未来を変えていく力があるということだ。

世界を広く見渡し，美術の新たな可能性を探っていこう。

●淺井裕介「誕生日の森―父の木，母の山」（『美術3』P.2～3）

●社会に開かれる美術（『美術3』P.4～5）

自分がこうでなくてはいけないと決めたことが揺らぐ瞬間というのが一番おもしろい。
自分のつくっている場所に他者が入ってきたり，土を使うのも，その土地土地によって同じようで違うからです。
―淺井裕介（光村図書ウェブサイト・インタビュー映像「美術のはなし」より）

その土地の，過去から未来へと続く，
記憶の再生ができる作品をつくりたいと考えました。

―大巻伸嗣（『美術3』P.5）

自分の表現が人の心を動かすこと。
それは社会へ踏み出す第一歩だ。
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30 31

見る・知る・学ぶ

デ
ザ
イ
ン

鑑
賞

オリンピックの
デザイン

大会を彩るグラフィック
ポスターなどのグラフィックデザインは，大会ごとに統一感のあるイメージで展開される。1964年の東

京大会のポスターでは，共通してシンプルで力強い構成が採用され，1972年のミュンヘン大会では，水

色や白を基調とした公式カラーの配色に基づき，多彩なデザインが生み出された。

ピクトグラムの継承
ピクトグラムは言葉に頼らず情報を伝達することができる視覚言語といえる。オリンピックで初めて使用

されたのは，1964年の東京大会。外国語の案内表示が少ない当時の日本で，世界各地から訪れる誰もが

情報を理解できるようにデザインされた。以降，全ての大会で開催地に合わせてつくられている。

ユニフォームのデザイン
競技用のユニフォームや開会式の衣装には，流行のファッ

ションデザイナーの手がけたものや，民族衣装をモチーフに

したものなど，さまざまな趣向が凝らされている。選手たち

のパフォーマンスを引き出すだけでなく，観客の目を楽しま

せることも意識されたデザインだ。

競技を支えるプロダクトデザイン 競技に使用される数々のプロダクトは，

改良を重ねながら進化し続けている。

製作を担
にな

うデザイナーや技術者は，実際

に使用する選手と意見交換をしつつ，よ

り機能的な形態を探っていく。世界最高

峰の競技を支える，オリンピック・パラリン

ピックに必要不可欠なデザインだ。

東京オリンピックポスター  左：101×72cm  中：101×55cm  右：101×72cm  1961～63年
亀
かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

［1915～97 新潟県出身］  フォトディレクション：村
むら

越
こし

 襄
じょう

  写真：早
はや

崎
さき

 治
おさむ

ミュンヘンオリンピック
ポスター  

左：聖火リレー
右：ボクシング
各103×72.8cm

1972年
オトル・アイヒャー

［1922～91 ドイツ］

オリンピア・ヴァルディ  1972年  
オトル・アイヒャー
オリンピック史上初の公式マスコット。
ドイツ原産のダックスフントをもとに，
公式カラーの配色に則してデザインされた。

東京オリンピックのピクトグラム
左：陸上  右：レスリング  1964年

アテネオリンピックのピクトグラム
左：陸上  右：レスリング  2004年

リオデジャネイロオリンピック公式卓球台  ブナ材合板他  高さ76cm  2016年
卓球台メーカーからの依頼を受け，澄

すみ

川
かわ

伸
しん

一
いち

［1962～ 東京都出身］がデザインした。
流線型の脚部には東日本大震災で被災した岩手県宮

みや

古
こ

市の木材を使用し，
高度な木工技術を有する日本の家具メーカーとの共同作業で制作された。

陸上競技用義足
金属，炭素繊維他  高さ90cm  2015年

①

②

リオデジャネイロオリンピックの
ユニフォーム  
2016年
①スウェーデン代表
②カナダ代表
ディーン&ダン・ケイティン
［1964～ カナダ］
③ガーナ代表

③

オリンピックのシンボル，重なり合う五つの輪は，

五大陸の連帯をイメージしたデザインだ。色は，

白を含めた6色を組み合わせるとほとんどの国旗

を再現できるという理由で決められた。作者の

クーベルタンは，1896年に第1回近代オリンピッ

クの開催を実現させた立役者でもある。

　スポーツの祭典であるオリンピック・パラリン
ピックは，「文化の祭典」でもある。大会と並行
して催される文化プログラムのさまざまなイベ
ントや，大会を彩

いろど

るデザインなども，その国，その
時代の文化の大切な一部だ。
　大会の開催にあたって，デザインが果たす
役割はとても大きい。例えば，人々の関心を引
きつけるエンブレムやポスター，多岐にわたる
プログラムをわかりやすく伝えるパンフレットなど
には，優れたグラフィックデザインが不可欠だ。
あるいはユニフォームや，競技を行うために必
要な各種の用具。こうしたものを含め，大会に
関わる全てのものは，細部まで工夫を凝らして
デザインされている。
　ここではオリンピック・パラリンピックに見られ
るデザインの歴史と多様な展開を知り，それら
の魅力について考えてみよう。

五輪マークの由来

オリンピックシンボル  1913年
ピエール･ド・クーベルタン［1863～1937 フランス］

東京オリンピック（2020年）エンブレム
野
と こ ろ

老朝
あさ

雄
お

［1969～ 東京都出身］

©Tokyo 2020

スポーツと文化の祭典を支える
デザインの歴史や魅力について考えてみよう。
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映
像
メ
デ
ィ
ア
表
現

見る・知る・学ぶ鑑
賞

　多様なメディアを駆使する現代の作家た
ちについて，その表現方法に注目すると同時
に，社会に対する批評的な視線を読み取っ
てみよう。そこで扱われているテーマは，同
時代を生きる私たちにとって無関係なもので
はないはずだ。
　情報があふれる現代，私たちは目にした情

時代の精神を感じて 報の真偽を見抜くメディアリテラシーを身につ
ける必要がある。トーマス・ルフはNASA（ア
メリカ航空宇宙局）が公開する天体写真に，
コンピュータで着彩などの加工を施し，作品
化した。写真が写すのは現実そのものでは
ない――この手法を通じてルフは，写真がは
らむ虚構性についての思考を促している。
　ザック・リーバーマンは，目の動きだけで絵
を描く装置とソフトウエアを仲間と協力して
開発し，その設計図を，誰もが利用できるよう
にインターネット上で無料公開した。その情
報は世界中の表現者たちを刺激し，日本でも，

その技術を応用して目線で文字を書くことの
できるソフトウエアが開発されている。
　ユークリッドの「指紋の池」では，液晶画面
の中を指紋が魚のように泳ぎ回る。セキュリ
ティの認証や犯罪捜査で個人の識別に使わ
れ，個人と切り離せない「属性」として扱われ
る指紋を，普段と違う視点で見つめ直そうと
した作品だ。
　私たちが生きるのはどのような時代だろう
か。現代の作家たちは今，何を訴えようとし
ているのだろうか。これらの作品を通して，
美術と社会の関わりについて考えてみよう。

ma.r.s. 01_III, 2011
カラー写真  255×185cm  2011年
トーマス・ルフ  
火星探査機マーズ・リコネッサンス・オービターの
捉えた写真を素材にしたシリーズの作品。
色彩を変化させるだけでなく，探査機が地表に向かい
垂直に撮影した画像を，地表を斜めに見下ろすような
角度にするなどの加工をしている。

The EyeWriter  プロジェクター他  2009年
ザック・リーバ―マン［1977～ アメリカ］を中心とするアー
ティストや技術者らによる，ALS（筋

きん

萎
い

縮
しゅく

性
せい

側
そく

索
さく

硬
こう

化
か

症
しょう

）で体
が麻

ま

痺
ひ

したグラフィティアーティスト，TEMPT1のためのプロ
ジェクト。彼が再び絵を描けるように，目の動きを感知する
装置と専用の描画ソフトウエアが開発された。左は病室で描
いた絵を建物に投影している様子。装置の構造とソフトウエ
アのコードを全て公開しているのは，DIY（Do It Yourself＝
自分でやる）よりもDIWO（Do It With Others＝誰かとやる）
がよい結果を生むという信念を彼らがもっているためだ。

指紋の池  指紋認証センサー，液晶画面他  400×186×56cm  2010年
ユークリッド
（佐

さ

藤
とう

雅
まさ

彦
ひこ

［1954～ 静岡県出身］＋桐
きり

山
やま

孝
たか

司
し

［1964～ 福井県出身］）
指先でセンサーに触れると，スキャンされた指紋が液晶画面の中を
魚のように泳いでいく。再びセンサーに触れると，その指紋が戻って
くる。この作品では，指紋という「属性」が，呼べば帰ってくるペット
のような振る舞いを見せ，愛らしく感じられると同時に，社会全体で
厳重になっていく個人情報の取り扱いについて考えさせられる。

Cassini  04,  2008
カラー写真  108.5×108.5cm  2008年
トーマス・ルフ［1958～ ドイツ］  
1997年に打ち上げられた土星探査機カッシーニは，
2004年，土星の軌道に到達した。
この作品は，カッシーニから電波信号で地球に送られた
白黒の撮影データを美しく彩色したシリーズの1点。
ルフは「イメージを見れば真実味はありますが，
実際はほとんどサイエンス・フィクションです。
イメージの中にどれだけ真実があり，
どれだけの虚構があり，
どれだけ操作されているのか
といった問題を提示した写真なのです」
と語っている。
©Thomas Ruff

Courtesy David Zwirner, New York / London

（２点ともに）

NASAはカッシーニが撮影した
30万枚以上の写真を公開して
いる。上は2007年11月11日に
撮影されたもの。

　日本での展開。「The EyeWriter」のプログラミングを応用。

eyeFont  2011年  セミトランスペアレント・デザイン（田
た

中
なか

良
りょう

治
じ

［1975～ 三重県出身］を中心としたデザインチーム）
「文字を読むためではなく，文字を書くために目を使う」という発想から生まれた。
点と点を結ぶようにして絵を描く「The EyeWriter」に対し，この作品では目の動きがほとんどそのまま線としてあらわれるようになっている。
思いどおりに線を引くことは難しく，その難しい操作を通して人間の視線や文字の形，文字を書くという行為について再認識させられる。
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作品のテーマを読み取り，時代や社会との
関わりについて話し合ってみよう。

『
美
術
3
』新
設
題
材 

未
来
へ
踏
み
出
す
表
現
者
た
ち

オリンピックを通して，デザインの歴史を学ぶ
世界中から選手や観客が集まるオリンピック・パラリンピックで，デザインはとても大きな役割を果たしています。
オリンピックに関わるデザインの展開を学ぶことで，社会の中でのデザインの役割を実感させます。

最先端の表現から，現代社会と向き合う
私たちはどんな時代を生きているのでしょうか。
多様なメディアを駆使する現代の作家たちの社会に対する批評的な視点を読み取って，
美術と現代社会の関わりについて考えさせます。

●オリンピックのデザイン（『美術3』P.30～31）

●時代の精神を感じて（『美術3』P.36～37）
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目的を考える

作品を選び出す

構成や配列を決める

掲載する画像や文字などを用意する

ページのレイアウトをする

印刷し，一つにまとめる

ポートフォリオを
つくる

資
料

ポートフォリオとは，
自身の作品を整理してまとめた作品集だ。
同時に，大学や専門学校の
入学試験や企業への就職活動の際などに，
自身をアピールするための資料としても
使われる。目的に合わせてまとめ方を工夫し，
ポートフォリオをつくってみよう。

これまでの作品を集め，ポートフォリオの構成を考えよう。

■制作の流れ
ここでは，コンピュータでページをデザインし，印刷してまとめるポートフォリオの制作の流れを紹介する。

■ファイルを選ぶ

ファイルは目的に合ったものを選ぼう。ここでは4種
類のファイルを紹介するが，手づくりによる製本や巻
物の形式など，まとめ方はさまざまだ。最も見せた
い作品が横に長い作品なら，ファイルを横にして使
うのも方法の一つだ。

①リング式：ページの増減が自由にできる。ポートフォリオ
をつくった後も作品が増えるのであれば，ページを自由に

増やすことができるファイルを使ってみよう。

②ポケット式：価格が安く手に入れやすいファイル。ポケッ
トの数を変更できないものが多い。ポケットが余ると見

み

栄
ば

えが

悪いので，必要なページ数に合ったものを選ぼう。

③蛇腹式：ページを長く開くことができるので，時系列に沿っ
て作品を見せるのに適している。開き方によっては畳んで 1

ページずつ見ることもできる。工夫しだいで，迫力のある紙

面構成が可能だ。

④ボックス式：大きさによっては，原画や写真をそのまま
入れて保管できる。その場合は，作品を封筒に入れたり紙

で挟んだりして，傷がつかないようにしよう。

バッグに収納できるポートフォリオ
紙，ビニール，牛革他  
37.1×33.4cm  2010年
NAM（中

なか

沢
ざわ

貴
たか

之
ゆき

［1968～ 長野県出身］，
間
ま

仲
なか

 宇
ひろし

［1974～ 神奈川県出身］を中心としたクリエイティブユニット）
「世界に一冊の写真集」というテーマのもとに制作された。
専用のバッグに収納して，持ち運ぶことができる。

ボックス式のポートフォリオ
紙，輪ゴム他  30×35×18cm  2011年
海
え

老
び

原
はら

麗
れい

子
こ

［1974～ 東京都出身］
カタログや招待カードなど，
作者がデザインを手がけたものを
一つの箱に詰めた。
実物を手に取って見ることができるうえ，
箱をそのまま郵送することもできる。

❶

❷ ❹

作品鑑賞室の答え
P.10～11「生命のサイクル」

Q : 左端の老婆のポーズは，ゴーギャンがかつて博物館

で見た，ある展示品を参考に描かれた。その展示品とは

何だろう。老婆のポーズと，暗示しているイメージをヒン

トに考えよう。

Ａ :ペルーの屈葬されたミイラをモチーフにしている。ゴー

ギャンはかねてから多様な民族の美術品のスケッチや写真，

資料を収集しており，タヒチに持ち込んでいた。この作品は

こうしたコレクションの中から着想を得ていたことがうかが

える。また，画面左端に描かれた老婆と，モチーフとなったミ

イラとの間には，死という意味的なつながりも感じられる。

Q : 主題を象徴するように，画面には人間の誕生や死な

どをつかさどる月の女神ヒナが描かれているという。そ

れはどこだろう。

Ａ:画面左寄りに，青白い色彩で左右対称に描かれている

像が月の女神ヒナとされる。タヒチの人々は月の満ち欠け

に生と死の循環を重ね，ヒナを信仰した。彼らはヒナを絵

や像にあらわさなかったため，その姿はゴーギャンの想像に

よって生み出された。

P.18～19「迫り来る龍
りゅう

神
じん

」

Q : 下の全体図のうち，①の襖
ふすま

上部の墨がにじんだよ

うな部分や，④の襖の右上にある白い部分は何をあらわ

しているだろう。墨や筆の使い方を想像して考えよう。

Ａ:水気を含んだ雲や風をあらわしている。2か所とも墨

が上から流れ落ちていることから，おそらく寝かせた襖に

墨を置いた後で襖自体を傾けて墨を流し，にじませたと考

えられる。墨のにじみの効果や，龍の顔や爪の上から散

らされた墨のしぶきにより，風雨の中の龍の臨場感が強調

されている。

❸

◉高校3年間の制作活動を振り返る作品集としてまとめるのか，
就職活動やプレゼンテーションの資料としてまとめるのか，制作す
るポートフォリオの目的を明確にしよう。
◉これまでの作品を集め，どの作品を掲載するかを考える。先生
や友達に意見をもらいながらポートフォリオ全体のイメージを探り，客
観的にまとめよう。実際の作品を並べてもよいが，この段階で
全ての作品を撮影し，それらの写真をもとにして考えてもよい。
◉ポートフォリオの全体構成を考える。制作方法や制作時期，分
野などに沿って掲載する作品を分類し，意図に合ったファイルを選
ぼう。表紙や目次の他，自己紹介のページを設けてもよい。
◉コンピュータで作業するために，作品を撮影したりスキャナーで
取り込んだりして画像データにする。作品名や制作年，作品の意
図なども文章のデータとして用意しよう。
◉作品ごとの大きさにめりはりをつけたり，文字の大きさや位置，配
色を検討したりして見やすいレイアウトを心がけよう。いきなりコン
ピュータで作業するのではなく，ページのイメージを描いて検討し
てから，作業を始めるとよい。
◉レイアウトしたページを印刷し，ファイルに入れて一つにまとめ
る。できあがったら，友達のポートフォリオと交換して鑑賞し合おう。
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ポケット式のポートフォリオ  紙，プラスチック，ビニール  43.8×32.4cm  生徒作品
見せたいものを大きく配置したり，手書き文字で言葉を強調したりして，
そのページで何を伝えたいかが，はっきり見えるレイアウトになるよう工夫した。
また，活動ごとに内容を整理し，扉をつくって全体の構成にめりはりをつけた。

未来へ踏み出すためのパスポート
美術の学習を生かすことのできるさまざまな職業を，6ページにわたって紹介しています。
また，実際にそうした仕事にたずさわる9人のインタビューを掲載して，
仕事のやりがいや楽しさを実感できるようにしました。

●美術を学んで広がる未来（『美術3』P.40～45）

ブックデザイナー
名
な

久
く

井
い

直
なお

子
こ

プロダクトデザイナー
神
かん

原
ばら

秀
ひで

夫
お

建築家
堀
ほり

部
べ

安
やす

嗣
し

映像ディレクター
児
こ

玉
だま

裕
ゆう

一
いち

美術デザイナー
三
み

ツ
つ

松
まつ

けいこ

アニメーター
田
た

中
なか

将
まさ

賀
よし

●ポートフォリオをつくる
（『美術3』P.38～39）

これまでの自分の制作を振り返
り，作品集を作成する活動をと
りあげました。ポートフォリオは，
就職活動や入学試験で自分を
アピールする際にも役立ちます。

●美術を学んで広がる未来（『美術3』P.40～45）

40 41
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　学芸員は，人と作品の出会いの場をつくる。かつては限られた人だけのもの

であった美術作品は，美術館がつくられることによって多くの人々が鑑賞できる

ようになった。学芸員は展覧会の開催に向けて中心的な役割を担
にな

い，企画や図

録の編集などを行う。さらに，教育普及活動や資料の収集，保管，調査研究など，

仕事は多岐にわたる。他にも美術に関する知識が役立つ仕事は幅広く存在す

る。展覧会やイベントの企画を個人で行うキュレーターやプランナー，大学で

専門分野を研究する研究

者，美術関連の雑誌や書

籍に関わるライターや編

集者，ギャラリーを運営す

るギャラリストなど，さま

ざまな仕事がある。

　絵画や彫刻からメディアアートまで，一般的に作家やアーティストとよばれ

る人たちの表現活動は，近年ますます多様になりつつある。なかにはコミュニ

ケーションの場そのものを作品にするなど，物としての作品をつくらない作家も

いる。表現の多様化に伴い，活躍の場も美術の枠を超えて広がってきた。作品

を美術館やギャラリーで展示する以外に，作家がファッションブランドとのコラボ

レーションによってグッズを制作するなど，幅広い展開も生まれている。

　展覧会に作品が並ぶまでには，多くの専門家が関わっている。ここでは，会場

づくりの専門業者，運送業者，修復家を紹介する。まず，会場づくりの専門業者

は，作品に対する作家の考えや，企画者がどのように作品を見せたいかなどの意

図をくみ取って展示会場の設営を行う。運送業者は，温度や湿度が調整された

美術品専用車で，作品を展示会場に運び込み，取り付ける。また，作品は展示さ

れた状態ではもちろんだが，展示されなくても劣化が進む。こうした劣化を食

い止めるのが修復家

の仕事だ。修復には

専門的な知識と技術

が必要になる。

　イラストレーターは，依頼主の注文に沿って，伝えたい情報やイメージを絵に

起こす。雑誌や書籍，ポスターや広告などの印刷物，ウェブサイトなど，活躍の場

は広く，編集者やデザイナーとの連携も

欠かせない。漫画家は，担当の編集者

や，場合によってはストーリーの原作者

などと協力して作品をつくる。週刊誌

や月刊誌，ウェブサイトでの連載など，発

表形態はさまざまだ。読者を獲得して，

単行本を刊行するのが一つの目標であ

り，作品がヒットすれば，アニメ化や関連

グッズの販売などの展開もある。

PixCell-Lion
クリスタルガラス他 

高さ117.2cm  2015年
名
な

和
わ

晃
こう

平
へい

［1975～ 大阪府出身］
courtesy of SCAI THE BATHHOUSE

collection of TAKAHASHI COLLECTION

修復家の仕事の様子
岩
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［1955～ 熊本県出身］
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「逆さのテーブルとマスク」。

地球のなかみ（『数字のモノサシ』より）
2008年  寄

より

藤
ふじ

文
ぶん

平
ぺい

［1973～ 長野県出身］
地球上の海と陸の割合を手の形で表現した。

　私が美術大学を卒業した頃，日本の現代美術がちょうど
盛り上がっていて，「自分でも何かしたい」と思うようになりま
した。私は昔から太い道と細い道があったら細い道を行
く性格です。どんな分野でもライバルが少ないほうがいい
じゃないですか。だから，当時はまだ歴史が浅く，取り組む
作家も少なかったメディアアートの道に進むのも，自分にとっ
ては自然な選択でした。
　私は，コンピュータをはじめ，新しい技術に触発されたアー
トは全てメディアアートだと思っています。インターネットが
普及し始めたばかりの頃には，キャラクターがメールを運ん
でくれるソフトをつくりましたし，ジェットエンジンが個人でも手
に入るようになった最近では，飛行機をつくっています。
　現代美術は1から10まで自分でつくる必要はありませ
ん。作家である私は「これをやりたい」というアイデアを生
み出し，プランを立て，自分よりもうまくできる人がいればその
人に協力してもらいます。作家は発想がどれだけ自由で

あるか，その競争をしている感覚です。技術がどんどん進
んでいくので「メーヴェ」のような架空の乗り物も実現可能
になりましたし，バーチャルリアリティ（仮想現実）を活用し
て何かできないか，今は考えています。

　ギャラリーの主な仕事は展覧会を企画し，作品を売るこ
と。作家とコレクターをつなぐ橋渡し役です。
　私は学生時代，自分より描く才能のある人々に出会い，そ
の実力の差に圧倒されて，絵を描いて生きていくことを諦
めました。それでも何か美術に関わる仕事がしたかった。
展覧会を企画する会社からギャラリーに移り，そこで美術
家の高

たか

松
まつ

次
じ

郎
ろう

さんに出会いました。作品の資料整理やス
ケジュールの管理など，作家活動の全般的なマネジメントを
担当しました。高松さんと二人三脚をしている感覚でした
ね。そうした仕事をしていくうちに，作家に寄り添い，その才
能を最大限に引き出すことが自分の道だと感じました。
　ギャラリーから独立したときも，まずは作家のマネジメント
を仕事の中心にしていました。作家を第一に考え，その活
躍の場を広げるために自分にできることをする。これは，
ずっと変わらず大切にしていることです。
　描く才能か，考える才能か，それはわかりませんが，きっ

とみんな同じだけの才能をもっている。あとは，それをどう
やって見つけるかだと思います。作品をたくさん見るという
のは，そのためのきっかけとして，とても大事なことです。美
術にはいろいろな形で関わることができますよ。自分で描
かなくても，できることはたくさんあるのです。

　ご存じない方も多いようですが，展覧会の会場は全て，
展示替えのたびにつくり変えられています。私たちの仕事
は，展覧会のコンセプトに沿って作品の設置方法や演出の
プランを練り，展示空間をつくること。図面を描いたり模型
をつくったりして空間のイメージを提案し，それを具現化し
ていきます。
　私は，現代美術の展示では作家本人に会うことを大事に
しています。どう展示したいと思っているのか，直接に会っ
たときの感触から少しずつ見えてくるからです。展示する
ときには，作品に金具を付ける必要があることもありますが，
作品に手を加えるわけですから，その作家のことをよくわ
かっていないと，なかなかできませんよね。また，展示するだ
けでなく，制作段階から作品に関わることもあります。作品
の構想に合いそうな素材を提案したり，制作や展示の場所
を交渉したり。作家の頭の中にあるものが実現するように，
「できるよ」と，背中を少し押してあげるのが私たちの役割

なのです。
　制作や設置が物理的に困難だと思われた作品が無事
に実現できたときには大きな喜びがありますし，どんな展覧
会でも最初に作品や会場が見られます。こういうところは，
この仕事ならではの特権ですよね。

ポストペット  1997年

作家

展示を支える仕事

学芸員／研究者など

イラストレーター／漫画家

国立新美術館（東京都）での「数字の森」展示風景  2017年
エマニュエル・ムホー［1971～ フランス］

森
もり

美術館（東京都）での会場設営の様子
2014年  「リー・ミンウェイとその関係展」

ギャラリートークの様子
豊
とよ

田
た

市美術館（愛知県）

美術を学んで
広がる未来

自分の手で作品をつくるだけでなく，
人と協力して何かをつくりあげること，
アイデアを生み出すこと，
知識を誰かに伝えることなど，
美術に関わる仕事は幅広く存在する。
ここではその一部を紹介した。
進路を考える際の参考にしよう。

1966年，佐賀県に生まれる。メー
ルソフト「ポストペット」の開発
の他，映画「風の谷のナウシカ」
（1984年）に登場する飛行装置
「メーヴェ」を現実につくり出すプ
ロジェクトなどを行っている。
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メディアアーティスト

大学で美術を学んだ後，ギャラ
リー勤務などを経て，1998年に
独立。作家のマネジメントの他，
美術館での展覧会の企画などに
も関わる。2010年，ギャラリース
ペースを開設。
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ギャラリスト

1949年，東京都に生まれる。美
術館などの会場施

せ

工
こう

会社を経
営し，展示会場の設営の他，草
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生，クリストなど，現代美術家
の作品制作や展示施工を多く手
がけている。
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会場づくりの仕事
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ギャラリースペースでの展示  2016年
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「光の欠落が地面に届くとき 距離が奪われ距離が生まれる」展

職業インタビュー
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光村図書の教科書は，
AR（拡張現実）コンテンツと連動しています。
教科書の該当図版をタブレット端末や
スマートフォンで読み取ると，
その箇所と関連した映像や図版が表示されます。
動画作品や作家インタビューを鑑賞したり，
手元で技法を確認したりすることができます。

●『美術2』●

●『美術1』●

『美術3』裏表紙
青枠の写真を読み取ると右の動画が再生されます。

［AR使用方法］
タブレット端末またはスマートフォンに

「COCOAR2」アプリをインストールします。
インストール完了後，アプリを起動し，

端末のカメラを教科書の該当箇所にかざすと，
対応したARコンテンツが表示されます。

＊『美術1』『美術2』は「COCOAR」でも
読み取ることができます。

『美術3』●
ARコンテンツ学習を支える

 AR機能
拡張する教科書

《ドキュメンタリー映像》林 舜龍「国境を越えて・海」 P.3 

《ドキュメンタリー映像》作家の手法「彫刻家  舟越 桂」 P.31 

《技法動画》「水彩の技法」 P.70 

《鑑賞図版》伊藤若冲「樹花鳥獣図屏風（右隻・左隻）」 P.3 

《鑑賞図版》岩佐又兵衛「洛中洛外図屏風 舟木本（左隻）」 P.34 《アニメーション》トーチカ「PiKA PiKA ワークショップ in 広島」 P.59 

《資料動画》色の資料「色の対比」 P.79 《資料動画》色の資料「色の同化」 P.79 

光村図書の美術 ● ARコンテンツ一覧
2018年4月現在，『美術1』では14コンテンツ，『美術2』では4コンテンツが利用可能です。
教科書紙面の読み取り箇所やARアプリの使用方法などは，光村図書ウェブサイトでご確認ください。

10

『美術1』AR 『美術2』AR
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《ドキュメンタリー映像》
ダニエル・ビュレン「光の観測所」
表紙掲載のダニエル・ビュレン作品を，
上空150メートルから
ドローンによる空撮で捉えました。
作品のスケールを体感してください。
＊『美術3』のARは「COCOAR2」のみに
対応しています。
＊YouTubeアプリが
インストールされた端末でご覧ください。
Movie：Kazuyuki Miyabe(HIROBA), 

Sakiko Tagawa(HIROBA)

Drone：Nicolas Pasqualini

協力：株式会社マガジンハウス

［注意事項］
＊ARコンテンツは，2018年4月現在のも
のです。
＊ARコンテンツは，教育機関における授業
などで鑑賞することを目的に公開が許諾さ
れており，著作権者に無断で複製，公衆送信
（有線，無線の放送を含む），公開上映，改変
などをすることは法律で禁止されています。
＊お使いのタブレット端末やスマートフォンの

機種，バージョン，設定などによっては，正常に
表示しない，動作しない場合がございます。

［免責事項］
＊光村図書出版株式会社は，本コンテンツに
関して一切動作保障をいたしません。
＊光村図書出版株式会社は，本コンテンツに
起因してご利用者に直接または間接的損害
が生じても，いかなる責任も負わないものと

《映像作品》新井風愉「Tissue Animals」 P.47 《ドキュメンタリー映像》ヨーガン・レール「On the Beach」 P.62 《鑑賞図版》ヒエロニムス・ボス「聖アントニウスの誘惑」 P.12 

《アニメーション》伊藤有壱「ハーバーテイル」 P.6 《ドキュメンタリー映像》作家の手法「日本画家  森田りえ子」 P.7 《鑑賞図版》ヨハネス・フェルメール「絵画芸術の寓意」 P.14 

《パフォーマンス動画》生徒作品「ARTLiVE2012」 P.61 《技法動画》「カッターナイフで鉛筆を削る」 P.68 《アニメーション》トーチカ「PiKA PiKA ワークショップ in 広島」 P.59 《インスタレーション》クワクボリョウタ「10番目の感傷（点・線・面）」 P.60 

《パノラマ動画》草間彌生「魂のおきどころ」 P.89 

し，一切の賠償などは行わないものとします。
＊本コンテンツはご利用者への事前連絡な
しに仕様を変更することがあります。それによ
り，ご利用者に直接または間接的損害が生じ
ても，いかなる責任も負わないものとし，一切
の賠償などは行わないものとします。
＊光村図書出版株式会社は，本コンテンツの
不具合などについて，修正する義務は負わ
ないものとします。
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美術2　［教授資料］
38光村  美Ⅱ  303教科書準拠
●
A4判・152頁／DVD付
本体7,500円（税別）
ISBN 978-4-8138-0010-1

美術1　［教授資料］
38光村  美I  304教科書準拠
●
A4判・184頁／CD・DVD・掛図付
本体9,800円（税別）
ISBN 978-4-89528-994-8

酒井忠康  美術評論家・世田谷美術館館長 

●

伊藤有壱  アニメーション作家・東京藝術大学大学院教授 

上野行一  元帝京科学大学教授 

O JUN  画家・東京藝術大学教授 

勝井三雄  グラフィックデザイナー・武蔵野美術大学名誉教授 

黒木 健  秋田県立西目高等学校教諭 

近藤誠一  元文化庁長官 

鈴木雅之  宮城県仙台二華中学校・高等学校教諭 

立川公子  神奈川県立多摩高等学校教諭 

直江俊雄  筑波大学教授 

中島千波  日本画家・東京藝術大学名誉教授 

名取和幸  色彩学研究者・一般財団法人日本色彩研究所 

野田弘志  画家・広島市立大学名誉教授 

藤原えりみ  美術ジャーナリスト 

舟越 桂  彫刻家・東京造形大学客員教授 

森田りえ子  日本画家・京都市立芸術大学客員教授 

森山明子  デザインジャーナリスト・武蔵野美術大学教授 

諸川春樹  美術史家（西洋）・多摩美術大学教授 

安村敏信  美術史家（日本）・元板橋区立美術館館長 

●

［カラーユニバーサルデザインに関する校閲］

市原恭代  工学院大学准教授 

●

［特別支援教育に関する校閲］

佐島 毅  筑波大学准教授

●

光村図書出版株式会社編集部

教 科 書 を 支 え る 資 料

［光村図書ウェブサイト・動画コンテンツ］

『美術3』巻頭掲載の作家に，制作過程や美術の道を志すきっかけなどをお聞きしました。

 「見たことのないもの」̶ 写真家 畠
はたけ

山
やま

直
なお

哉
や

『美術1』（P.54～ 55）対応。『美術1』は，4本のインタビュー映像がアップされています。

「情報をデザインするということ」̶ グラフィックデザイナー 中
なか

川
がわ

憲
けん

造
ぞう

『美術2』（P.32～ 33）対応。『美術2』は，5本のインタビュー映像がアップされています。

 インタビュー映像 ● 美術のはなし
作家やデザイナー，各分野の専門家にお話をうかがいました。
教科書を出発点にして，美術の世界を深掘りしていきます。

著作者

内容解説資料
光村図書出版株式会社
代表者：小泉 茂
〒141-8675 東京都品川区上大崎2-19-9

電話：03-3493-2111（代表）
http://www.mitsumura-tosho.co.jp

デザイン：中野豪雄
印刷：株式会社加藤文明社

この印刷物は
環境に配慮した紙，
植物油インキを使用しています。
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